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環境負荷ミニマムの取り組み

-コスト削減との両立-

イオン㈱ ＳＣＭ
２００５年3月9日

資料２
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１．関東ＲＤＣ取り組み結果

車種 配送便名　 便数 カート数 （カート/台） （便×ｶｰﾄ）

10t ＡＰ便 1,097 29,867 30 32,910 154 91%
DGHBA便 1,349 43,148 35 47,215 189 91%

10t 合計 2,446 73,015 80,125 342 91%

4t ＡＰ便 1,120 17,802 17 19,040 157 93%
DGHBA便 2,457 45,728 20 49,140 344 93%

4t 合計 3,577 63,530 68,180 501 93%

総計 6,023 136,545 148,305 843 92%

車種 配送便名　 便数 カート数 （カート/台） （便×ｶｰﾄ）

10t ＡＰ便 939 28,249 30 28,170 131 100%
DGHBA便 1,313 43,927 35 45,955 184 96%

10t 合計 2,252 72,176 74,125 315 97%

4t ＡＰ便 1,067 18,298 17 18,139 149 101%
DGHBA便 2,810 53,110 20 56,200 393 95%

4t 合計 3,877 71,408 74,339 543 96%

総計 6,129 143,584 148,464 858 97%

延走行距離

(千km)
積載率

延走行距離

(千km)
積載率

2003年
11月度

2004年
11月度

積載要件（カート）2003年11月度

2004年11月度 積載要件（カート）

積載率
５％改善

積載率
５％改善
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２．環境負荷ミニマムへの取り組み

グループ

店舗

イオン

ＲＤＣ

ＤＣ

ＸＤ

メーカー

ベンダー

（２）調達ネットワーク

イオンコントロール現ノンコントロール

（１）店配車両の有効活用

（４）車両大型化

（３）モーダルシフト
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立ち寄り（70km）

現状の物流体制 バックホール１００％構築へ

店舗 寄の
ﾍﾞﾝﾀﾞｰ

イオン
RDC

イオン店舗

帰りは空車（70km）
イオン
RDC

納品（70km）
店舗 寄の

ﾍﾞﾝﾀﾞｰ

イオン店舗

納品（70km）

２－（１） バックホール店配車両の有効活用

帰りは空車（70km）

納品（70km）

納品（70km）

・ベンダー～イオンRDC・XD

・イオンRDC・XD～各店舗

→ １４０Ｋｍ（往復）

→ １４０Ｋｍ（往復）

合計 ２８０Ｋｍ（CO2 148kg排出）

・イオンRDC・XD～各店舗

・各店舗～ベンダー

→ ７０Ｋｍ（片道）

→ ７０Ｋｍ（片道）

合計 ２１０Ｋｍ（CO2 111kg排出）

・ベンダー～イオンRDC・XD → ７０Ｋｍ（片道）

＜排出量２５％の削減＞
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２－（２） 調達ネットワークの構築

現状の物流体制 ネットワーク構築

3PL
S.P

Aﾒｰｶｰ

工場

イオン
RDC

Bﾒｰｶｰ

工場

Cﾒｰｶｰ

工場

Aﾒｰｶｰ

工場

イオン
RDC

Bﾒｰｶｰ

工場

Cﾒｰｶｰ

工場

イオン
物流ネットワーク

ﾒｰｶｰ
S.P

現在、各メーカー工場より複数のストックポイントを経由してイオンセンター
に納品している体制からイオン調達物流ネットワークを確立することでタッ
チポイントの削減=延走行距離の削減により排気ガス排出量の低減を実現

させます。
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２－（３） モーダルシフトへの取り組み

現在の物流体制 モーダルシフト

イオン
RDC・XD

イオン
NXD

イオン
RDC・XD

イオン
NXD

長距離輸送に限り、モーダルシフトを推進していきます。イオングループス
ケールメリットを活用して一括大量輸送による効率化を目指しCO2削減に
向けて鉄道輸送や海運への切替を進めていきます。
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２－（４） 店配車両の大型化

現在の物流体制 車両大型化

イオンＧ
各店舗

イオン
RDC・XD

イオンＧ
各店舗

イオン
RDC・XD

今後の新店はトレーラー配送
（２００５．４より実験開始）

※トレーラー積載カート数は
４Ｔ車の２．８倍 １０Ｔ車の１．３倍

店配車両大型化の比率を上げ、
１台当りの積載物量を向上させること
により車両台数の削減を図り、排気
ガス排出量削減を目指します。

※現在の車種比率
４Ｔ車：１０Ｔ車 = ５７：４３
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イオン㈱ SCM
05年1月11日

WMS 物量予測システム
業務メニュー
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物量予測
システム

物量予測
システム

APHH入荷予測物量表示
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当日構内作業物量表示

物量予測
システム

物量予測
システム
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DGHBA便店配予測車両台数表示

物量予測
システム

物量予測
システム
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NXD幹線予測車両台数表示

物量予測
システム

物量予測
システム
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配送管理支援システム
閲覧可能画面

イオン㈱ SCM
05年1月11日
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関東RDC管轄車両走行状況

配送管理支援
システム

配送管理支援
システム
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車両軌跡表示画面 （図は過去6H間の車両軌跡。24H前まで可能）

配送管理支援
システム

配送管理支援
システム
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店舗到着状況の確認 （例 1/6 20:45 車番3029 鎌取店）

配送管理支援
システム

配送管理支援
システム

拡大
（次ﾍﾟｰｼﾞ）
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配送管理支援
システム

配送管理支援
システム

拡大
（次ﾍﾟｰｼﾞ）

店舗到着状況の確認 （例 1/6 20:45 車番3029 鎌取店）
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自動配車システム 作成イメージ図

配送管理支援
システム

配送管理支援
システム
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配送計画に対しての実配送確認画面 （ドライバーベース）

配送管理支援
システム

配送管理支援
システム
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配送計画に対しての実配送確認画面 （車両NOベース）

配送管理支援
システム

配送管理支援
システム
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緊急情報通知 ＜サービスレベル＞

店着予定時刻（店着予定時刻（3:503:50）に）に
対し対し1515分遅納している分遅納している

車内温度が設定値より車内温度が設定値より
オーバーしているオーバーしている

・店着時間（設定時間）超過時の警告ブザーと画面表示・店着時間（設定時間）超過時の警告ブザーと画面表示

・輸送中の温度管理がリアルタイムに可能・輸送中の温度管理がリアルタイムに可能 （緊急情報サポート）（緊急情報サポート）

配送管理支援
システム

配送管理支援
システム
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名称 原因など 健康・環境への影響など

窒素酸
化物

(NOx)

硫黄化
合物

(SOx)

二酸化
炭素

(CO2)

SOxは、燃料中の硫黄分（S）が燃焼する
ことによって、空気中の酸素（O）と結合し
発生する。硫酸を大気中にばら撒くのと同
じで、酸性雨の原因となる。

産業、輸送、エネルギー転換部門（発電所など）に
おける石炭、石油等の燃焼によって排出されるも
の

温室効果ガスの中で も温暖化への影
響が大きい気体。

一酸化窒素・二酸化窒素などの総称。燃焼温度が
高くなったときに、空気中の窒素が反応して発生。
燃焼温度1000℃以下ではわずかしか生成され
ず、1300℃以上の高温になると急激に増加。

NOxは、硫黄酸化物(SOx)などとともに酸
性雨や光化学スモッグの原因となる。

■有害排気ガス

燃料に含まれる硫黄分が、酸素と反応して発生。

〔資料〕 有害排気ガス発生原因と影響
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〔資料〕 店配使用燃料（生鮮・DGHBA・APHH）

（１）店配便数

配送ｶｰﾄ 1便積載 便数 配送ｶｰﾄ 1便積載 便数 配送ｶｰﾄ 1便積載 便数
（千ｶｰﾄ） (ｶｰﾄ/便） (便） （千ｶｰﾄ） (ｶｰﾄ/便） (便） （千ｶｰﾄ） (ｶｰﾄ/便） (便）

生鮮 3,324 12.0 277,009 4,388 21.0 208,972 7,713 15.9 485,981
DG・HBA 1,965 12.8 153,491 2,594 28.0 92,633 4,558 18.5 246,124
AP・HH 1,212 13.6 89,146 1,601 23.8 67,251 2,813 18.0 156,397

合計 6,501 12.5 519,647 8,583 23.3 368,856 15,084 17.0 888,503

（２）走行距離

合計
配送便数 片道距離 往復距離 延走行距離 配送便数 片道距離 往復距離 延走行距離 延走行距離

(便） （km) （km) (千km) (便） （km) （km) (千km)

生鮮 277,009 70 140 38,781 208,972 70 140 29,256 68,037
DG・HBA 153,491 70 140 21,489 92,633 70 140 12,969 34,457
AP・HH 89,146 70 140 12,480 67,251 70 140 9,415 21,896

合計 519,647 70 140 72,751 368,856 70 140 51,640 124,390

（３）使用軽油

合計
配送便数 延走行距離 燃費 使用燃料 配送便数 延走行距離 燃費 使用燃料 使用燃料

(便） (千km) (km/ℓ） (千ℓ） (便） (千km) (km/ℓ） (千ℓ） (千ℓ）

生鮮 277,009 38,781 5.5 7,051 208,972 68,037 4.5 15,119 22,171
DG・HBA 153,491 21,489 5.5 3,907 92,633 34,457 4.5 7,657 11,564
AP・HH 89,146 12,480 5.5 2,269 67,251 21,896 4.5 4,866 7,135

合計 519,647 72,751 5.5 13,227 368,856 124,390 4.5 27,642 40,870

４トン車 大型車

４トン車 大型車

合計４トン車 大型車


